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Ｅ.Ｔ.Ｃ. 「教育をタイムリーにチェンジする」

研修講座から

◆◆◆受講者アンケートから◆◆◆

・新たな視点やフレームを持てるよ

うに立体的に物事をとらえられる

ようにしていきたい。

・自分たちの考え方を変えないと、

新たな社会に対応できる人材は育

成できないなと感じました。

未来を創造する人材育成～ソーシャル・イノベーションから考える～（７月１９日）
この講座は、次のようなねらいで開講し、１７名の方が受講しました。

＜講座のねらい＞

・産業構造の変化による社会が求める人材の変化を理解し、学習指導要領改訂に対応するた

め産業教育を通して生徒に何を身に付けさせるのかを対話を通して考える。

・これからの産業社会に必要とされる人材の育成について、ソーシャル・イノベーションの

立場から考える。

・産業教育の強みを生かし、未来を創造する人材育成を、受講者同士の対話から考え、明日

から実践できることを共有する。

＜講座の主な内容＞

（講義・演習）産業界の求める資質・能力と今後の人材育成

（講義・演習）ソーシャル・イノベーションの視点から産業教育を考える

（研 究 協 議 ）未来を創造する人材を育成するためにすべきこと

講座の様子

長野県総合教育センター 専門主事 齋藤美幸

長野県立大学教授(ソーシャル・イノベーション創出センター長) 大室悦賀
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単元をつくろう⑧ 総合的な学習の時間 編 

ミガコ先生

つなぐ先生

総合的な学習の時間を，探究的な学習にしていくためには，学習

の過程をどのようにデザインしていけばよいのでしょう。 

 まずは，単元で育成する資質・能力を考え，「課題の設定」「情報の収集」

「整理・分析」「まとめ・表現」の探究のプロセスを意識し児童生徒の姿を 

具体的にイメージしながら単元展開を大きく考えてみましょう。 

例えば「デイサービス訪問で心の輪を広げよう」（中学校第１学年）の単元では・・・ 

〔情報の収集〕 
◆調査内容を焦点化した上で，
調査活動に向かうようにしま
しょう。

〔課題の設定〕 
◆最初の訪問を振り返り，
「問い」を設定し，自らの課題
と追究の見通しがもてるように
しましょう。

お年寄りの方に喜んでもらう
ために積極的に話しかけてい
こう。 

積極的に話しかけても，うれ
しそうじゃないお年寄りの方
もいた。自分の接し方がいけ
なかったのかな。見直していく
必要がありそうだ。デイサー
ビスの方にも聞いてみたい。 

積極的に話しかけられるより
も，自分の話を聞いてほしい
と思っているお年寄りの方も
いると聞くことができた。 

お年寄りの方の中には自分たち
と同じ時期の出来事や体験，
得意なことなどを語られる方
も多く，勉強になったと友達も
言っていた。一方的に話される
よりもご自身の経験や話を聞い
てほしいと願う方も多そうだ。 

２回目の訪問は，一方的に話し
かけず，まずお話を聞き，その
上で質問したり話したりしてみ
よう。そして学んだことを紹介
クイズなどにして，今後の交流
会で発表してみてはどうかな。

〔整理・分析〕 
◆調査内容を整理する際には，
付箋紙や表等を使うと，分類や
関連付けがしやすくなります。

〔まとめ・表現〕 
◆自らの変容（一方的なコミュニケーションから相手の思いに気付き，さらに相手に寄り
添ったコミュニケーションへ）を自覚し，課題が更新されながら資質・能力の向上を図り
ます。このような探究のプロセスの中で，お年寄りとの関わりだけでなく，交流（人との
関わり）の本質を探究し，自己の生き方を考えていくことにつながっていきます。 
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□会 場 長野県総合教育センター 〒399-0711 長野県塩尻市片丘南唐沢6342-4
□ 参加費 無料
□ 参加申込み センターホームページの入力フォームより、研修講座の申込み同様、

教頭先生を通じてお申し込みください。 <締切日平成3１年１月31日(木)>
（定員に達した分科会は申込を締め切ります）

□ 長野県総合教育センター ホームページ URL ： http://www.edu-ctr.pref.nagano.jp/

午前：分科会（研究発表・協議）

総合教育センターが取組む学校教育に関する研究成果の発表により，県内の各学校・教育関係機

関等における研究活動の充実，教員の指導力の向上に資することを目的として開催します。

午後：全体会
テーマ：平成の教育改革をふりかえる

全体発表 「平成の教育改革の変遷」

講 演 「次の時代の日本社会と、
これからの学校教育に期待すること」（仮）

講 師 波頭 亮 氏 （株）ＸＥＥＤ 代表

東京大学経済学部（マクロ経済理論及び経
営戦略論専攻）を卒業後，マッキンゼー＆カ
ンパニー入社。
１９８８年独立，経営コンサルティング会社
（株）ＸＥＥＤを設立。
幅広い分野における戦略系コンサルティング
の第一人者として活躍を続ける一方，明快で
斬新なビジョンを提起するソシオエコノミストと
しても注目されている。

希望研修を学校づくりに活用する
OUTPUTの在り方

～小学校外国語活動・外国語～

分科会

Ａ

小学校プログラミング教育
～校内研修の在り方について～

分科会

Ｂ

探究的な学びに焦点を当てた
カリキュラム・マネジメント

分科会

Ｃ

「チームとしての学校」を
サポートするために

分科会

Ｄ

各校におけるICT活用と
推進のためのポイント

～初めての活用を支援～

分科会

Ｅ

平成の教育改革の変遷
分科会

Ｆ
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